
事務事業等一元化協議調書 ＜分析調書＞
○一元化での問題点等

※本表は行列を変更しないこと。

＜現況調書＞
○現行制度等（簡潔に記入）
区　　分 阿　　智　　村 浪　　合　　村
課・係

○調整案
調整時期 ・合併前 ・新村発足時 ・合併後５年以内 ・新村発足後検討

合併前に調整するが、次のような例が考えられる。

１　合併時に阿智村の制度に統一する。

２　合併を機に新たに定める。（追加）

新しい村づくり会議に諮る

新村の想定事業費（千円） 財源 国・県 その他

（千円） 地方債 一般財源

平成１６年度予算

（款       項       目       ） 事　　　業　　　費 （款       項       目       ） 事　　　業　　　費 ○専門部会 ○調整担当者
千円 千円

国・県 その他 国・県 その他

地方債 一般財源 地方債 一般財源

○事務事業の整理（○を記入）
２村が実施している事務事業 １村が実施している事務事業 ○処理欄 事務局幹事会 専門部会協議会 16.08.06 理事者

摘 要 分科会長

浪合村 総務・振興課 近藤庸平

総務課 山内 270

副部会長

内線

部会長 阿智村

氏　　　名 村名 課名 氏　　名項目 村名 職名
事業費
及び
財源内訳

（千円）

条例、規
則、要綱
等の名称

摘要

調整案
の内容

現行の
事業名等

制度の
概　 要

（内容・
対象
など）

・「交通安全村宣言」　Ｓ３７．２．２８
・「公明選挙阿智村宣言」　Ｓ３８．３．１６
・「空き缶、空き瓶を投げ捨てない村」宣言　Ｓ６０．６．２６
・「核兵器廃絶・平和自治体宣言」　Ｓ６０．１２．２０
・「暴力行為を追放する村」宣言　Ｓ６１．１１．２５
・「ゆとりある豊かな生活を送る社会を目指す宣言」　Ｈ２．
６．２６
・「環境宣言」　Ｈ４．９．２５
・「農産物自給向上村」宣言　Ｈ６．９．２２
・「人権尊重の村宣言」　Ｈ７．９．２６
・「農村記録写真の村」宣言　Ｈ８．６．２１

「生活改善実践の村」宣言

「暴力行為を追放する村」宣言　Ｓ６１．１２．２３

「人権尊重の村」宣言　Ｈ７．１２．２２

新村の事務事業の名称

事務
事業
の適否

問題点等

・存続
↓

調整案へ

　基本的に阿智村の制度が継続する。

　・廃止
　
　（理
由）

※将来構想ランク 報告日

総務 分科会

事　務　名 慣行の取扱い 事　業　名 宣言

専門部会名 総務 部会 分科会名

項目コード 19 事業№部会コード 1 分科会コード 1



事務事業等一元化協議調書 ＜分析調書＞
○一元化での問題点等

※本表は行列を変更しないこと。

＜現況調書＞
○現行制度等（簡潔に記入）
区　　分 阿　　智　　村 浪　　合　　村
課・係

○調整案
調整時期 ・合併前 ・新村発足時 ・合併後５年以内 ・新村発足後検討

合併前に調整するが、次のような例が考えられる。

１　合併時に阿智村の制度に統一する。

２　合併を機に新たに定める。

新しい村づくり会議に諮る

新村の想定事業費（千円） 財源 国・県 その他

（千円） 地方債 一般財源

平成１６年度予算

（款       項       目       ） 事　　　業　　　費 （款       項       目       ） 事　　　業　　　費 ○専門部会 ○調整担当者
千円 千円

国・県 その他 国・県 その他

地方債 一般財源 地方債 一般財源

○事務事業の整理（○を記入）
２村が実施している事務事業 １村が実施している事務事業 ○処理欄 協議会 理事者16.08.06 事務局幹事会 専門部会

氏　　　名職名

阿智村

浪合村

総務課

総務・振興課

山内

近藤庸平

分科会長

項目 村名

部会長

副部会長

270

新村の事務事業の名称

内線課名 氏　　名村名

調整案
の内容

事業№分科会コード 1 項目コード 19

分科会名

事　務　名

部会コード

専門部会名

1

総務

慣行の取扱い

部会

ランク 報告日

総務 分科会

事　業　名 村民憲章

※将来構想

なし

事業費
及び
財源内訳

（千円）

【制定年月日】
昭和６１年９月
【内容】
１，自然を愛し、心安らぐ郷土にしましょう。
２，一人ひとりを大切にし、健康で生きがいのある地域をつくり
ましょう。
３，調和のとれた産業を興し、豊かなくらしをめざしましょう。
４，教育を重んじ、文化の向上につとめましょう。
５，明るい家庭を築き、平和な社会にしましょう。

現行の
事業名等

制度の
概　 要

（内容・
対象
など）

条例、規
則、要綱
等の名称

摘 要

事務
事業
の適否

　基本的に阿智村の制度が継続するが、新村の一体感の醸成や新しい村づくりの始まりである
ことを考慮して新たに定めることも考えられる。

・存続
↓

調整案へ

　・廃止
　
　（理
由）

問題点等

摘要



事務事業等一元化協議調書 ＜分析調書＞
○一元化での問題点等

※本表は行列を変更しないこと。

＜現況調書＞
○現行制度等（簡潔に記入）
区　　分 阿　　智　　村 浪　　合　　村
課・係

○調整案
調整時期 ・合併前 ・新村発足時 ・合併後５年以内 ・新村発足後検討

合併前に調整するが、次のような例が考えられる。

１　合併時に阿智村の制度に統一する。

阿智村の「アチ」の文字を図案化したもの (注)村章は浪合村の「ナミアイ」を図案化したもの ２　合併を機に新たに定める。

新しい村づくり会議に諮る

阿智村章 昭和31年９月30日公告 浪合村の村章 昭和53年６月25日制定 新村の想定事業費（千円） 財源 国・県 その他

（千円） 地方債 一般財源

平成１６年度予算

（款       項       目       ） 事　　　業　　　費 （款       項       目       ） 事　　　業　　　費 ○専門部会 ○調整担当者
千円 千円

国・県 その他 国・県 その他

地方債 一般財源 地方債 一般財源

○事務事業の整理（○を記入）
２村が実施している事務事業 １村が実施している事務事業 ○処理欄

摘要

事務
事業
の適否

　基本的に阿智村の制度が継続するが、新村の一体感の醸成や新しい村づくりの始まりである
ことを考慮して新たに定めることも考えられる。

・存続
↓

調整案へ

　・廃止
　
　（理
由）

問題点等

摘 要

※将来構想

事業費
及び
財源内訳

（千円）

現行の
事業名等

制度の
概　 要

（内容・
対象
など）

条例、規
則、要綱
等の名称

総務 分科会

事　業　名 １　村章

ランク 報告日

事　務　名

部会コード

専門部会名

1

総務

慣行の取り扱い

部会

事業№分科会コード 1 項目コード 19

分科会名

235

新村の事務事業の名称

内線課名 氏　　名村名

調整案
の内容

分科会長

項目 村名

部会長

副部会長

阿智村

浪合村

総務課

総務・振興課

荻原

山口

氏　　　名職名

協議会 理事者16.08.06 事務局幹事会 専門部会



附表（必ず比較検討ができるように記入してください。）

※以下の様式は例です。記載内容により調製してください

※将来構想

専門部会名 総務 部会 分科会名 総務 分科会

1 ※項目コード 19 ※事業№部会コード 1 分科会コード

№１９ 事　務　名 慣行の取扱い 事　業　名 村章

ランク 報告日

(注)村章は浪合村の「ナミアイ」を図案化したもので、左の弧が「ナ」、下部の重なる三
角形が「ミ」、右の弧が「ア」を、中央上部が「イ」の文字を表わす。

　　左右の弧は当村を取り巻く山脈ナミを、この二つの弧より中央下部へ流れ出る曲線は左
が治部坂川、右が恩田川を表わす。
　　また下部の三角形は左より当村の鎮めである蛇峠山、大川入山と松沢山の三峰を表わ
し、中央上部は一丸となって躍進する村民の姿を表わす。
　　また等分された三つの空間は中央部、北部、東部の三つの集落を表わす。全体として
は温和で丸いが大地にしっかりと根をおろした力強さを表現している。
　　これは健康で、明るく住みよい平和な村づくりに協和、団結して、日々躍進努力する
村民の象徴である。

調　　　　整阿　智　村 浪　合　村

阿智村の「アチ」の文字を図案化したもの。



事務事業等一元化協議調書 ＜分析調書＞
○一元化での問題点等

※本表は行列を変更しないこと。

＜現況調書＞
○現行制度等（簡潔に記入）
区　　分 阿　　智　　村 浪　　合　　村
課・係

１　村花　　　福寿草

○調整案
調整時期 ・合併前 ・新村発足時 ・合併後５年以内 ・新村発足後検討

合併前に調整するが、次のような例が考えられる。

２　村木　　　栃の木

１　現在の阿智村のものを基本に引き継ぐ。

村花、村木については、合併時に阿智村の制度に統一する。

村鳥については、合併時に阿智村で、うぐいすを定める。

２　合併を機に新たに定める。

新しい村づくり会議に諮る

阿智村の村花、村木 平成８年10月26日公告第８号 新村の想定事業費（千円） 財源 国・県 その他

（千円） 地方債 一般財源

平成１６年度予算

（款       項       目       ） 事　　　業　　　費 （款       項       目       ） 事　　　業　　　費 ○専門部会 ○調整担当者
千円 千円

国・県 その他 国・県 その他

地方債 一般財源 地方債 一般財源

○事務事業の整理（○を記入）
２村が実施している事務事業 １村が実施している事務事業 ○処理欄 協議会 理事者16.08.06 事務局幹事会 専門部会

氏　　　名職名

阿智村

浪合村

総務課

総務・振興課

山内

山口

分科会長

項目 村名

部会長

副部会長

新村の事務事業の名称

内線課名 氏　　名村名

調整案
の内容

事業№分科会コード 1 項目コード 19

分科会名

事　務　名

部会コード

専門部会名

1

総務

慣行の取り扱い

部会

ランク 報告日 ※将来構想

総務 分科会

事　業　名 ２　村花、村木、村鳥

事業費
及び
財源内訳

（千円）

現行の
事業名等

制度の
概　 要

（内容・
対象
など）

条例、規
則、要綱
等の名称

（注）フクジュソウは、キンポウゲ科の多年草で、伍和寺尾地区
の群生地をはじめ、村内の庭先によく生えている。和名は福寿草
で、新年を祝う花として元旦に用いるので、別名を元日草とも呼
ばれる。早春の雪解けを待たず春一番に咲く黄金色の花は、春を
迎える喜びと、生きる勇気を与えてくれる花である。

（注）トチノキは、渓谷に沿った適湿の地を好むトチノキ
科の落葉高木で、村内に自生し、特に神坂神社の巨木は、
本村の長い歴史を見守ってきた木として、村の天然記念物
に指定されている。かつては、秋に果実を拾い集め、渋抜
きをし、トチ餅等の食用にした。たくましく育つその樹形
は、無限の生命力を象徴し、永遠に発展を続ける阿智村の
木としてふさわしい。

摘 要

　基本的に阿智村の制度が継続するが、新村の一体感の醸成や新しい村づくりの始まりである
ことを考慮して新たに定めることも考えられる。

・存続
↓

調整案へ

　・廃止
　
　（理
由）

問題点等

１．村花　れんげつつじ
(注）れんげつつじ(蓮華躑躅）はつつじ科の落葉低木で、治部坂高原
一帯で生息しており、「つつじ園」として整備・保護され、愛されて
きた。花言葉は情熱、花は火事場か夕焼けのような濃いオレンジ色
で、治部坂高原の別荘開発やスキー場等開発を、村づくりの主眼とし
て取り組んできた村民の熱意を象徴している。
２．村木　しらかば
（注）しらかば（白樺）は、かばのき科落葉高木で、本州中部以北に
自生しており、標高1,000ｍ以上の山地帯の気候を好む。村内のいず
れにも自生しているが、特に治部坂高原やあららぎ高原では、“しら
かば林”となって密集し、木肌の白と新緑は美しく、より高原の装い
を醸し出している。元々れんげつつじはしらかば林に群集する植生が
あり、併せて観光開発の象徴とされている。この開発を手がけた故塩
澤匡一村長は、治部坂を「静寂素朴な白樺の高原」と称した。
３．村鳥　うぐいす
(注）うぐいす(鶯）は、スズメ目ウグイス科の鳥で、平地から山林に
生息し、冬は暖地に移動する。本村では春から秋まで村内一帯でみら
れる。鳴き声には、浪合の厳しい冬を乗り切って春を迎えた喜びの響
きがある。また古くから浪合音頭で「治部坂高原いこいの森は　真夏
ないてる　うぐいすが」と詠われ、村民に身近な鳥として愛されてい
る。

摘要

事務
事業
の適否


